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1. 背景 
	 回転磁場（RMF）は、プラズマ柱に方位角方
向の電子電流を駆動する手法の１つである[1]。

軸方向定常磁場を印加することで、磁場反転配

位（FRC）様の磁場配位を形成できることから、
主として高周波電源がプラズマの生成、維持お

よび閉じ込めを担う簡素な定常プラズマ源の

実現が期待される。また、本手法によって生成

されるプラズマは、主に加速された電子によっ

て維持されることから、イオン源に適した低温

特性を有する。本研究では、小型装置で顕在化

するアンテナコイル間の誘導結合を低減する

ために３相アンテナを適用したRMF装置を提
案・開発した。  
 
2. 実験結果 
	 円筒状の真空容器の外部に120°おきに取り
付けた３つのループアンテナに、IGBTフルブリ
ッジインバータにより300kHzの高周波電流を
駆動した。この時の電流波形を図１に示す。

	 またインバータ電源のコンデンサの容量を

変化させた２条件でのコイル電流の減衰とプ

ラズマの発光時間を比較した（図２）。最大電

流が約4Aを下回ると、その発光が消えることが
確認され、コイル電流の減衰時間でプラズマ寿

命が制限されることがわかった。さらに、最大

約1.2秒間のプラズマ生成による発光が観測さ
れた。低温特性を活かし、ビームプローブへの

応用を検討しているが、測定対象としている本

学のFAT-FRC装置や米国TAE社のC2-W装置の
プラズマ維持時間（数ms）[2]に対し，十分に長

くプラズマが維持された。 
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図 1	 コイル電流の減衰とプラズマの発光時間 
(a) C: 14.1 mF, (b) C: 18.8 mF 

図 3	 アンテナ電流 (充電電圧：160V) 


